
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 3１年度 全国学力・学習状況調査 
における分析結果 報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年 ８月 

昭島市立拝島第二小学校 

校 長  小 瀬 和 彦 

授業改善のポイント 

【調査目的】 

１ 児童の学力の定着状況及び教育課程や指導方法等にかかわる課題及び解決策を明確に

し、学力向上施策に生かす。 

２ 教育課程や指導方法等にかかわる課題・解決策を明確にし、児童一人一人の学力の定

着と伸長を図る。 

３ 保護者及び市民に対し、本校児童における学力の定着状況について、説明責任及び結果責

任を果たす。 
 

【調査学年】 
○ 第６学年 １０２名   

 

【調査日】 
○ 平成３１年４月１８日（木） 

 
【調査の内容】 
 
 

 
 
１ 教科に関する調査〈選択式・短答式・記述式の３種類〉 

  ・国語               ・算数 
２ 児童・生徒質問紙調査      ３ 学校質問紙調査 

目 次 

１ 小学校国語の調査結果･･････････････････････････････････････････････････ １ 

２ 小学校国語の問題と分析・授業改善のポイント････････････････････････････ ３ 

３ 小学校算数の調査結果･･････････････････････････････････････････････････ ５ 

４ 小学校算数の問題と分析・授業改善のポイント････････････････････････････ ７ 

５ 学習や生活に関する調査結果の概要〈授業改善のポイント〉････････････････ ９ 

８ 各教科等における授業改善のポイント･･････････････････････････････････裏表紙 

９ カリキュラム･マネジメント･･･････････････････････････････････････････裏表紙 

「問題作成方針」：「調査問題自体が学校の教員や児童生徒に対して土台となる基盤的

な事項を具体的に示すものであり、教員による指導改善や児童生徒の学習改善・学習
意欲の向上に役立つとの視点」から作成されている。 



平均正答率〈％〉 本校 72.0 東京都 65.0 全国 63.8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ層（習熟の早い層）からＤ層（習熟の遅い層）の児童の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語 平均正答率 

学習指導要領の領域 設問数 〔％〕 評価の観点 設問数 〔％〕 

話すこと・書くこと ３ 78.8 関心・意欲・態度 ３ 60.5 

書くこと ３ 58.8 話す・聞く能力 ３ 78.8 

読むこと ３ 85.0 書く能力 ３ 58.8 

国語の特質に関する事柄 ５ 68.4 読む能力 ３ 85.0 

   言語・知識・態度 ５ 68.4 

正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：正答した人数の割合） 

 

(２) 学習指導要領の領域と観点別結果 

－１－ 
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１ 小学校国語の調査結果 

(1) 国語の調査結果の概要 

0%

5%

10%

15%

20%

25%

0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10問11問12問13問14問
 

は

い

ｈ

に 

拝二小 

東京都 

全 国 

 

 

 

(%) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題番号 問題の概要 
本校 全国（公立） 

正答率 無解答率 正答率 無解答率 

１ 

一 

公衆電話について調べたことを【報告する文章】

で〈資料２〉と〈資料３〉をそれぞれどのような

目的で用いているか、適切なものを選択する。 

〔書くこと〕 

77.5％ 0.0％ 71.2％ 0.5％ 

二 

公衆電話について調べたことを【報告する文章】

の「(2)公衆電話にはどのような使い方や特ちょ

うがあるのか」における書き方の工夫として適切

なものを選択する。       〔書くこと〕 

67.6％ 3.9％ 63.4％ 5.9％ 

三 

公衆電話について調べたことを【報告する文章】

の□に、「２ 調査の内容と結果」の(1)と(2)で

分かったことまとめて書く。    〔書くこと〕 

31.4％ 5.9％ 28.8％ 3.8％ 

四

(1) 

ア 

公衆電話について調べたことを【報告する文章】

の中の―部アを、漢字を使って書き直す。（調査

のたいしょう）           〔言語〕 

57.8％ 6.9％ 41.9％ 8.2％ 

四 

(1) 

イ 

公衆電話について調べたことを【報告する文章】

の中の―部イを、漢字を使って書き直す。（とも

だちにかぎらず）〔言語〕 

83.3％ 8.8％ 69.4％ 12.1％ 

四 

(1) 

ウ 

公衆電話について調べたことを【報告する文章】

の中の―部ウを、漢字を使って書き直す。 

（かんしんをもってもらいたい）    〔言語〕 

65.7％ 3.9％ 35.6％ 4.9％ 

四 

(2) 

公衆電話について調べたことを【報告する文章】

の□の１文を、接続語「そこで」を使って文を２

文に分けて書き直す。        〔言語〕 

57.8％ 12.7％ 47.8％ 11.3％ 

２ 

一 
(1) 

食べ物の保存についてまとめている【ノートの一

部】のアに入る、疑問に思ったことの①に対する

答えとして適切なものを選択する。 〔読むこと〕 

82.4％ 0.0％ 80.7％ 1.4％ 

一 
(2) 

食べ物の保存についてまとめている【ノートの一

部】のイに入る、疑問に思ったことの②に対する

答えになるように考えて書く。  〔読むこと〕 

80.4％ 9.8％ 75.9％ 5.0％ 

二 

梅干しづくりについて【知りたいこと】を調べる

ために、選んだ本の【目次の一部】から、読むペ

ージとして適切なものを選択する。〔読むこと〕 

92.2％ 1.0％ 88.5％ 4.2％ 

３ 

一 

畳職人への【インタビューの様子】のアに入る、

自分の理解が正しいかを確認する質問として適

切なものを選択する。」    〔話す・聞く〕 

90.2％ 1.0％ 81.3％ 3.4％ 

二 

畳職人への【インタビューの様子】の場面におけ

る、質問の工夫として適切なものを選択する。」 

〔話す・聞く〕 

76.5％ 2.9％ 67.4％ 4.2％ 

三 

畳職人への【インタビューの様子】のアに入る、

自分の理解が正しいかを確認する質問として適

切なものを選択する。」〔話す・聞く〕 

〔関心･意欲･態度〕 

69.6％  16.7％  68.2％  14.2％  

四 

ことわざの使い方の例として、【ノートの一部】

のウに入る、適切なものを選択する。」 

（習うより慣れろ）         〔言語〕 

77.5％ 8.8％ 73.0％ 7.9％ 

 
 
 

 

(３) 国語の設問ごとの正答率と分析 
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－３－ 

２ 小学校国語の問題と分析・授業改善のポイント 

(１) 国語の問題と分析 

(2) 国語の問題と分析 

【問題の概要】国語１４(2) 

   高橋さんは、読み手に伝わりやすくするために、【報告する文章】の   の文を二つの文に分

けて書き直すことにしました。文と文とをつなぐ言葉には「そこで」を使います。書き直した一

文目の終わりの五文字と、二文目の「そこで、」に続く五文字を書きましょう。なお、読点
とうてん

（、）

も字数にふくみます。 

 

 

 

                                      

                 。そこで、             
 

◇ 解答類型 正答の条件：１①「思いました（。そこで、）わたしは、」、または②「と思います（。

こで、）」わたしは」と解答しているもの。２上記以外の解答。３無解答 

１（正答） ２ ３ 

条件１の①または、 
②と解答しているもの 

「１」以外の解答 無解答 

57.8％ 29.5％ 12.7％ 

【分析】本問は、文と文との意味のつながりを考えながら、接続語を使って内容を分けて、

文を正しく書くことができるかどうかをみる問題であり、正答率は、57.8％である。中

学年の指導内容である。実際の指導に当たっては、指示語や接続語が文と文との意味の

つながりに果たす役割を十分に理解させ、指示語や接続語を使って文章表現させる場を

意図的・計画的に設定する必要がある。 

【問題】国語１三 
  高橋さんは、「３ 調査の結果をもとに考えたこと」の   に「２ 調査の内容と結果」の(1)と
(2)で分かったことをまとめて書いています。   に入る内容、次の条件に合わせて書きましょう。 

     

 

 

 

 

◇解答類型 

１（正答） ２ ３ ９ ０ 

条件①②③を満たして

いるもの 

条件①は満たしているが、②

③を満たしていないもの 

条件②は満たしているが、条件①③

を満たしていないもの 

左記以外の解答 無解答 

31.4％ 3.9％ 27.4％ 23.5% 5.9％ 
【分析】本問は、目的や意図に応じて、必要な情報を取り出し、比較・関連付け、まとめ
て書くことができるかどうかをみる問題であり、正答率は、31.4％である。指導に当た
っては、目的や意図に応じて、事実と感想、意見を区別して取り出し、比較・関連付け
てまとめ、条件に応じた字数で表現できる場を繰り返し設定する必要がある。 

〈条件〉 ①「２ 調査の内容と結果」の(1)と(2)の両方から言葉や文を取り上げて書くこと。 
②【報告する文章】にふさわしい表現で書くこと。 
③ 書き出しの言葉に続けて、四十字以上、七十字以内にまとめて書くこと。なお、書き出しの言葉

は字数に含む。 

 公衆電話を必要なときに使うことができるようにするためには、どのような場所に設置さ

れているのかを前もって知っておくことが大切だと思ったので、わたしは、公衆電話の設置

場所を確かめてみることにしました。 

     

 

     

 

  

 

 

調査の結果から、公衆電話は、わたしたちにとって必要がなくなってしまった
わけではないと考えました。 

な ぜ な ら 、                

                    

                    

           

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇課題 「目的や意図に応じて、事実と感想、意見を区別して取り出し、比較・関連付けてまと 

め、自分の考えが読み手に分かるように書くこと」 正答率 31.4％ 

－４－ 

(3)小学校国語 授業改善のポイント 

「自分で課題をもち、活動を報告する文章を書こう」～保健委員会活動～ 

、 

 

 

 

Ⅰ 活動する目的を確認し、学習計画を立てる 

健康な
生活のた
めに、まず
「早寝早
起き」活動
に取り組
んでみた
らどうか
な。 

活動報告文を書
いて取り組んだ成
果を伝えたい！ 

 
Ⅱ 活動報告文を書く目的や意図を話合い、構成を考える 

 

 

 

Ⅲ 図表やグラフなどで表した活動内容から活動の成果と課題を明らかにし、
活動報告文を書く 

目
標
設
定 

活
動
計
画
・
内
容 

次の活動をよ
りよくするため
に活動報告文に
まとめることが
大切なんだ！ 

実
際
の
活
動 

【活動報告文の作成過程】 

１ 活動の振り返り（取材） 
２ 構成・記述 
３ 推敲 

４ 交流 
５ 完成・報告 

 

次
の
活
動
計
画 

Ⅳ 活動報告会を開き、活動を振り返るとともに次への活動の見通しをもつ 

目的や意図を明
確にして活動報告
文を書くことが大
切です。 

 文章の種類と特
徴について確認
し、文章全体の構
成の効果を考える
ことが大切です。 

【活動報告文の構成例】 

〈始め〉 活動の目的 

活動計画・内容 

〈 中 〉  活動の成果と課題 

〈終わり〉今後の活動の改善策 

【調査報告文の構成例】 

〈始め〉 調査の目的や方法 

〈 中 〉  調査結果 

〈終わり〉調査結果から考えた 

ことや調査後の感想 

活動報告文や調査報告
文など、文章の種類によ
って文章全体の構成が違
うんだ！ 

活動報告文では、実際に活動
したからこそ、気付いた成果や
課題、課題を解決するための改
善策がかけるね！ 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

11月

5月

よくある ときどきある
あまりない ない

 

５月と 11 月でほとんど変化がない
⇒次の日に学校がない日に寝る時
刻が２時間以上遅くなる人の割合
が減っていないことは課題である。 

図表やグラフなどを用いて、課
題について読み手に伝わるように
記述するために 
 

数値や言葉を使って、課題につ
いて具体的に記述するために 

図表やグラフなどから読み取った
ことを書く際に、指示語や接続語、
書く際に使う言葉を例示し、適切に
使って課題について具体的に書ける
よう指導することが大切です。 

図表やグラフなどを基
にして、課題とその解決
方法について自分の考え
をまとめ、それらを用い
ながら書けるよう指導す
ことが大切です。 

○「まず～、次に～、最後に～、 
第１に～、第２に～、第３に～」 

○「なぜなら～、したがって～」 
○「そこで～、･･･」 
○「増加、減少、上回る･･･」 
○「○％、○割、○人･･･」 

課題を解決する方法として、
自分の考えを記述するために 

<表２>寝る時刻が２時間以上遅くな
る理由は何ですか。（６年１組 11月） 
   理  由 人数 
遅くまでテレビを見たり、
ゲームをしたりしている
から。 

20人 

夜遅くまで友達とメール
などをしているから。 

14人 

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ層（習熟の早い層）からＤ層（習熟の遅い層）の児童の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 小学校算数の調査結果 

正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：正答した人数の割合） 

(２) 学習指導要領の領域と観点別結果 

算数 平均正答率  

学習指導要領の領域 設問数 〔％〕 評価の観点 設問数 〔％〕 

数と計算 ７ 68.5 算数への関心･意欲･態度 ０ - 

量と測定 ３ 56.5 数学的な考え方 ８ 65.3 

図形 ２ 82.8 数量や図形についての技能 ４ 78.9 

数量関係 ７ 73.8 数量や図形についての知識･理解 ２ 77.9 

 

－５－ 

 

 

(1) 算数の調査結果の概要 

平均正答率〈％〉 本校 71.0 東京都  70.0 全国  66.6 
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問題番号 問題の概要 
本校 全国(公立) 

正答率 無解答率 正答率 無解答率 

１ 

(1) 
長方形を直線で切ってできた図形の中から台形を

選ぶ。              〔知識・理解〕 
93.1％ 0.0％ 93.1％ 0.1％ 

(2) 

二つの合同な台形を、ずらしたり、回したり、裏返

したりして、同じ長さの辺どうしを合わせてつくる

ことができる形を選ぶ。        〔技能〕 

72.5％ 0.0％ 60.3％ 0.6％ 

(3) 

減法の式が、示された形の面積をどのように求めて

いるかを、数や演算の表す内容に着目して書く。 

    〔数学的な考え方〕 

43.1％ 8.8％ 43.9％ 6.7％ 

２ 

(1) 

1980年から 2010年までの、10年ごとの市全体の水

の使用量の約何倍かを、棒グラフから分かることを

選ぶ。                〔技能〕 

95.1％ 0.0％ 95.2％ 0.2％ 

(2) 

2010年の市全体の水の使用量が 1980年の市全体の

水の使用量の約何倍かを、棒グラフから読み取って

書く。                〔技能〕 

84.3％ 2.0％ 78.6％ 1.0％ 

(3) 

二つの棒グラフから、一人当たりの水の使用量につ

いて分かることを選び、選んだわけを書く。            

〔数学的な考え方〕 

54.9％ 2.0％ 52.1％ 2.0％ 

(4) 
洗顔と歯みがきで使う水の量を求めるために、６＋

0.5×２を計算する。          〔技能〕 
63.7％ 1.0％ 60.1％ 1.0％ 

３ 

(1) 

350－97について、引く数の 97を 100にした式に

して計算するとき、ふさわしい数値の組み合わせを

書く。           〔数学的な考え方〕 

88.2％ 0.0％ 81.8％ 0.9％ 

(2) 

減法の計算の仕方についてまとめたことを基に、除

法の計算の仕方についてまとめると、どのようにな

るのか、書く。            〔技能〕 

31.4％ 11.8％ 31.1％ 10.8％ 

(3) 

被除数と除数にかける数や割る数を選び、600÷15

を計算しやすい式にして計算する。 

〔数学的な考え方〕 

83.3％ 1.0％ 74.9％ 2.1％ 

(4) 
1800÷６は、何ｍ分の代金を求めている式といえる

ものを選ぶ。          〔知識・理解〕 
62.7％ 1.0％ 47.0％ 2.2％ 

４ 

(1) 

だいたい何分後に乗り物券を買う順番がくるのか

を知るために、調べる必要のある事柄を選ぶ。 

〔数学的な考え方〕 

84.3％ 1.0％ 82.7％ 1.7％ 

(2) 
何秒後にゴンドラに乗ることができるのかを求め

る式を書く。        〔数学的な考え方〕 
65.7％ 3.9％ 68.6％ 4.4％ 

(3) 

残り７ポール分進むのにかかる時間の求め方と答

えを記述し、24分間以内にレジに着くことができ

るかどうかを判断する。   〔数学的な考え方〕 

71.6％ 3.9％ 62.6％ 3.5％ 

 

(３) 算数の設問ごとの正答率と分析 

－６－ 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－７－ 

４ 小学校算数の問題と分析・授業改善のポイント 

(１) 算数の問題と分析 

(2) 算数の問題と分析 

【問題の概要】算数１(3) 
   右の図１の形の面積は、16㎠であることが分かりま 
  した。下の【ちひろさんの求め方】の中の「20－４」は、 

どのようなことをあらわしていますか。「20」と「４」 
がどのような面積を表しているのかが分かるようにし 
て、言葉や数を使って書きましょう。  

    

 

 

 
 
 
◇解答類型 ①20が長方形の面積を表していること。②４が三角形の面積を表していること。③減
法が、ある数量からある数量を（またはある図形からある図形を）取り去ることを表していること。 

１(正答) ２ ３ ４ ０ 

①②③を記入 ①②を記入 ①③又は②③を記入 左記以外の解答 無解答 

43.1％ 21.6％ 7.9％ 16.6％ 10.8％ 

【分析】本問は、示された図形の面積の求め方を解釈し、その求め方の説明を言葉や数
を用いて説明できるかどうかをみる問題である。正答率は、43.1％である。指導に当
たっては、①「図や式を関連させて面積の求め方を考える活動」、②「考えた面積の求
め方を言葉や数を使って説明する活動」をスモールステップで設定する必要がある。 

 

【問題の概要】算数３(2) 
   ひき算について書かれた【ゆいなさんがまとめたこと】と同じように、わり算についても【こ

とねさんの計算の仕方】をもとにまとめるとどのようになりますか。 

 

 

 

 

 

 

 

    右の   の中に「わられる数」、 

  「わる数」、「商」の３つの言葉を使 

って書きましょう。 

 

◇解答類型 ①わられる数やわる数に同じ数をかけることを表す言葉、②わられる数とわる数を同じ
数でわることを表す言葉、③商が変わらないことを表す言葉 

１(正答) ２ ３ ４ ０ 

①②③を解答 
①③に又は、 
②③を解答 

①②のみ解答 左記以外の解答 無解答 

31.4％ 6.9％ 22.5％ 7.8％ 2.0％ 

【分析】本問は、示された計算の仕方を解釈し、減法の場合を基に、除法に関して成り
立つ性質について言葉を用いて説明することができるかどうかをみる問題である。正

答率は、31.4％であり、「数学的な考え方」を記述する問題である。指導に当たっては、
①「四則計算が確実にできるようにする」、②「それらを適切に用いる能力を伸ばす」、
③「数学的な考え方を説明する」場面を意図的・計画的に設定していく必要がある。 

 

図１ 

【ちひろさんの求め方】 
５×４＝20 
４×２÷２＝４ 
20－４＝16    答え 16㎠ 

【ゆいなさんがまとめたこと】 
ひき算では、 
引かれる数と引く数に同じ数をたしても、 
引かれる数と引く数から同じ数を引いても 
差は変わりません。 
このことを使うと、計算しやすいひき算の式
で表すことができます。 

【ことねさんの計算仕方】 
   
400 ÷ 25 ＝□ 
↓×４  ↓×４ 

1600 ÷ 100 ＝16 
だから、400÷25の 

答えの□は、16 です。 

変わらない 

90 ÷ 18 ＝□ 
↓÷９ ↓÷９ 

10 ÷  2  ＝5 
だから、90÷18 の 

答えの□は、5です。 

変わらない 

わり算では、 
 
 
このことを使うと、計算しやすいわり算の式で考え

ることができます。 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇課題 「問題場面の数量の関係を的確に捉え（解釈し）て立式し、問題解決を図り、数学的に説

明すること」正答率 31.4％ 
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(3) 小学校算数 授業改善のポイント 

数量の関係を的確に捉えて立式し、問題解決を図り数学的に説明しよう！ 

 Ⅰ 問題場面で提示された情報を取り出して整理する 

おも 

 

 Ⅱ 問題場面を数直線に表して考え、問題解決のプロセスを説明させる 

 

 Ⅲ 「Ⅱ」で習得した数学的な考え方を活用する 

0.4ｍの重さが 60ｇ
の針金があります。 

0.4ｍ 

60ｇ 

この針金の長さを変えて、そのときの重さについて考えてみよう！ 

長さが 0.8ｍのとき、重さは 120ｇになります。 

長さが 2倍になると、重さも２倍になるのですね。 

長さが半分の 0.2ｍのとき、重さも半分の 30ｇになります。 

１ｍの重さが何ｇになるか考えてみましょう！ 

 数を２倍にしたり半分にしたりするなどして、提示された情報を整理するなど考える場面
を設定し、問題場面を把握することができるようにすることが大切です。 

それでは、針金の長さと重さを、数直線に表して考えてみよう！ 

0 0.2 0.4 0.6 0.8 １ 

0 30  60    120  

×0.4 

×0.4 

(ｇ) 

(ｍ) 

次に、どのように立式したか、説明してみましょう！ 

0.4ｍは、1ｍの 0.4倍なので、60ｇも、 ｇ
の４倍になります。 ×0.4＝60 となるの
で、 は 60÷0.4 を計算すれば求めること
ができます。60÷0.4＝150で、 は 150で
す。だから、１ｍの重さは 150ｇです。 

 問題解決（解き方）の過程を説明させる場面
を意図的に設定することが大切です。 

１ １ｍの重さが 150ｇの針金
があります。この針金 0.4」ｍの
重さは何ｇでしょう。 

１～３の問題についてア、イ、ウから数直線図を、Ａ、Ｂ、Ｃから式を選び、解き方を説明しよう！ 

２ １ｍの重さが 150ｇの針金
があります。この針金 60ｇの長
さは何ｍでしょう。 

３ １ｍの重さが 150ｇの針金
があります。この針金 60ｇの長
さは何ｍでしょう。 

イ ０   □      150 (ｇ)  

０  0.4       1 (m) 
)  

ア ０   60      □ (ｇ)  

０  0.4       1 (m) 
)  

ウ ０   60     150 (ｇ)  

０   □       1 (m) 
)  

A 式 □×0.4＝60 
    60÷0.4＝150 

Ｂ 式 150×0.4 Ｃ 式 150×□＝60 
     60÷150＝0.4 

 「基にする大きさ（基準量）」、「割合に当たる大きさ（比較量）」、「割合」のうち、どれ
を求めているのか、確認することが大切です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１) 学習（授業）に関する児童質問紙の結果 

５ 学習や生活に関する児童質問紙調査結果の概要 

下記のグラフは、児童質問紙において、「当てはまる（時間が余った）」、「どちらかといえば、当て

はまる（ちょうどよかった」と回答した児童の割合を示している。 

① 国語の授業の内容はよく分かりますか。 

 

学習指導の改善ポイント 
 

(％) 

－９－ 

84.6 84.8 85 85.2 85.4

 

□１ 授業の「めあて」を明確にし、見通しをもたせ、振り返る場面を意図的に設定するな

ど「拝二小授業力スタンダード 20」の徹底を図る。（単元ごとに達成項目を焦点化する） 
 
□２ 学習の目的や意義を明確にし、身近な生活場面と関連付けて指導する。 
 
□３ 教材提示の工夫、「学習問題の把握⇒仮説⇒追究⇒まとめ・表現」を通して、学習への

児童の興味・関心を喚起し、学習意欲を持続させ、学習態度の定着を図る。 

 

③ 算数の授業の内容はよく分かりますか。 

 

⑤ 算数の解答時間は十分でしたか。 

④ 算数の勉強は大切だと思いますか。 

② 国語の授業で学習したことを、普段の生
活の中で話したり聞いたり書いたり読ん
だりするときに活用しようとしています
か。 

 

 

◆ 国語科の平均正答率は、都平均より７ポイン

ト、全国平均より 8.2 ポイント以上高いにも関

わらず、授業の内容を理解していると回答した

児童の割合は、都平均並みになっている。また、

授業で学んだことを普段の生活に活用している

と回答した児童の割合は、全国平均を下回って

いる。算数も同様な結果である。 
 

◆「解答時間は十分であった」と解答した割合が、

全国平均より高いが、無回答率は全国平均並み

である。 

75 75.5 76 76.5 77
 

〈％〉 
〈％〉 

82 83 84 85 86
 

〈％〉 

拝二小 

東京都 

全 国 

92.8 93 93.2 93.4 93.6 93.8
 

〈％〉 

82 84 86 88
 

〈％〉 
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(２) 道徳性や生活に関する児童質問紙の結果 
児童質問紙の結果と平均正答率との相関及び授業改善のポイント 
下記のグラフは、児童質問紙において、「当てはまる」と回答した児童の割合を示している。 

 

① 学校の決まりを守っていますか。 

0

10

20

30

40

50

 

③ 道徳の授業では、自分の考えを深めた   
 り、学級やグループで話し合ったりする
活動に取り組んでいると思いますか。 

⑤ 将来の夢や目標をもっていますか。 

② 人が困っているときは進んで助けて
いますか。 

④ 毎日、同じくらいの時刻に寝ています
か。 

道徳教育及び生き方指導の改善ポイント 
 

⑥ 学級みんなで話し合って決めたこと
などに協力して取り組み、嬉しかったこ
とがありますか。 

全 

国 

東
京
都 

拝
二
小 

〈％〉 
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〈％〉 
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〈％〉 

〈％〉 

□１ 「規則の尊重」、「親切･思いやり」を育み、「集団生活の充実」を図る指導を徹
底するとともに、家庭との連携を図り生活習慣を確立。 

 
□２ 「人間力向上プラン 特別の教科 道徳科における指導のポイント」（校長から資料

提示）に基づいた道徳科授業の展開を図る。 
 
□３ 「『自己の特徴・よさ』を見つめ、向上を図るとともに、個性を伸ばして充実し

た生き方を追求できる」よう生き方指導の充実を図る。 
 
□４ 「拝二小学級力スタンダード 20」に着実に取り組み、学級活動の質的向上を図

る。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 各教科等における授業改善のポイント 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７ カリキュラム・マネジメント 

 (1)カリキュラム PDC（作成・実践・評価） 
①〈８月 30 日〜1０月 1８日〉教科用図書採択後、教科用図書を基に、「学校経営グランドデ

ザイン」、「新学習指導要領」、「地域・学校・児童の実態」、「各種スタンダード、校長からの

資料」を踏まえ、次の観点から、各教科担当（縦串）が年間指導計画案を作成する。 

〈観点〉目標/主な学習活動･内容/評価/論理的思考力（表現力）・コミュニケーション能力/主権者教育(地

域への愛着)/各教科等の関連 
 
②〈1０月２１日〜11 月 22 日〉年間指導計画案を、当該学年の各教科について「学校経営

グランドデザイン」、「新学習指導要領」、「地域・学校・児童の実態」、「各種スタンダード、

校長からの資料」を踏まえ、上記の観点から、各学年・専科担当（横串）が年間指導計画案

をチェック（大胆に朱を入れること）する。 
ｑ 
③〈11 月 25 日〜１月８日〉「②」を吟味・検討し、「学校経営グランドデザイン」、「新学習

指導要領」、「地域・学校・児童の実態」、「各種スタンダード、校長からの資料」を踏まえ、

上記の観点から、各教科担当（縦串）が年間指導計画を完成させる。 

 
 

 (2) ＡＣＴＩＯＮ（改善） 
 
 
 
 
 
☆ 教育課程→全体計画→・・・・←単元指導計画←週ごとの指導計画の、両方向からの評価 
 改善を実施、それぞれを有機的に関連付け、系統化を図っていく。 
◇ 改善の視点 
① 「何ができるようになるか」育成を目指す資質・能力について 
② 「何を学ぶのか」学習（指導）内容（学ぶ意義）・教育課程の編成 
③ 「どのように学ぶのか」学習（指導）方法・指導計画の作成 

④ 「何が身に付いたのか」学習評価 
⑤ 「子供一人一人の発達をどのように支援するか」発達を踏まえた指導 
⑥ 「実現するために何が必要か」必要な方策      

教育課程 

全体計画 

年間単元指導計画 
年間単元指導計画 

週ごとの指導計画 

(1) 授業に、次のような場面（段階）を意図的・計画的に設定する。 
① 複数の「連続テキストと非連続テキスト」から目的に応じた情報を正確に取り出す場面

② 取り出した複数の情報を比較・関連付けて読み取る場面   

③ 読み取った内容の意図や背景、理由を理解・解釈・推論して解決する場面 
 
(2) 「拝二小授業力スタンダード 20ver.１」に則った授業を展開する。 
 
(3) 新聞や「全国学力・学習状況調査」問題を教材として活用した授業展開を

図る。 

(4) 令和元年、２学期から思考力・判断力・表現力向上を図るための手づくり

テスト及び、論文問題を出題し、評価・改善を実施するなど PDCA サイク

ル化を図る。 


